
納入事例

地域・自治体

東京都目黒区様

庁内LANを活用し、マイク放送にも対応する“高付加価値型”緊急地震速報システ

ム。

交通の利便性が高く、都心に近い良好な住

宅地として発展してきた東京都目黒区様。

区内には、都が発表する危険度の高い地域

に指定される地区もあり、防災意識の高い

区として知られています。

同区では、そうした地域性から区民の安全

を守るために、全ての区立小中学校、幼稚園

および保健センターに緊急地震速報システ

ムを導入されています。そこにTOAのIP告

知放送システム（IP告知送信機〈 NX-

220CT 〉・IP告知端末〈 NX-220HU 〉が役

立っています。

同区では、既存の庁内LANネットワークを活用してシステムを構築しています。構築コスト

を抑えるだけでなく、今後の緊急地震速報音声報知システムの拡充の際にも、低コストかつ

迅速に対応できるメリットがあります。また、外部のネットワークとは完全に遮断されてい

るので、セキュリティも万全です。

緊急地震速報システムは、いつ起こるか分からない地震に対して、いざという時にきちんと

作動することがとても重要です。同システムは、小中学校などの各拠点に設置したＩＰ告知

端末の死活監視を自動的に行い、防災センターでシステム全体の稼働状況を把握できます。

その際、もし異常がある場合には各拠点に連絡し、復旧させる仕組みになっています。IP告知

送信機〈 NX-220CT 〉は、サーバーを使用しないため、運用や保守点検が非常に簡単に行え

る特長を備えており、各端末についても操作ボタンを最低限に抑えるなど、できるだけシン

プルな設計としています。そのうえで分かりやすいマニュアルを用意することで、専門知識

のない人でも対応できるように配慮しています。

また、当システムはIP告知端末と区立小中学校の既設放送設備とを接続しており、それにより

各校の既設放送設備を通して、対象校全てに対する「一斉放送」はもちろん、「グループ放

送」や「個別放送」など、防災センターからさまざまな放送を行うことができます。たとえ

ば警察から不審者の情報が入った場合には、対象となる学校に警戒を促す放送を流すこと

で、防犯対策に活用できます。そのほか、台風やゲリラ豪雨の注意や日常業務に関するお知ら

せなど、緊急地震速報以外にもさまざまな状況に使用できることからコスト面でも十分な効

果を達成できます。

地震や災害に備える減災と防犯への目黒区様の取り組み。全国のさまざまな地域や施設で

培ってきたTOAのIPネットワークシステムの製品とシステム構築ノウハウが活かされてい

ます。
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